















































































































匹おいては， 「自分が自分として一つの世界であるという全体感 (se n s e o f wh o I e-
ness), 時間一ー空間の中心に自分があるという中心感 (sense of centrality 
i n space and t i me), 自ら選ぶ選択の自由感 (sense of freedom of 
(6) 
choice)」 とを合わせ持っているという。. . . . . . . . 
さて，先の生き生きとした現実感覚というアイデンティティの感覚は，三つの要素匹細分
することができる。それらはそれぞれ， ＜事実性>(f a c t u a I i t y),<現実惑覚>(sen-
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